
  確かな学力の向上をめざして【１２月】 
 

 

校内研究は、「教師の授業力向上」、「児童生徒の学力の向上」、「学校の教育力向上」を目指して

行います。来年度の研究を充実させるためには、今年度のうちに計画に取り掛かることが必要で

す。どの時期に何に取り組むのか、流れとポイントを再確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

校内研究の充実のためには、学校全体のＰＤＣＡサイクルだけでなく、

各個人の授業改善のＰＤＣＡサイクルを何度も回すことが必要です。

そのためには、管理職、研究主任等による次の取組が重要です。 

□研究成果が、日常の実践に生かされているか確認する。 

□研究だより等で、取組状況や、研究の方向性を確認する。 

 

ＰＤＣＡサイクルをどのように回すか 

□全教職員が意欲的に取り組むことができる研究主題を決める。 

□「いつ」「誰が」「何を」するのか、具体的な方策を決める。 

□授業研究会、研修会等の目的を明確にし、年間計画に位置付ける。（見通し） 

□各教員が主題に対する自己の課題を明らかにし、研究の方策に基づいた個人の研究計画を立てる。 

□児童生徒、保護者、地域に研究の取組を発信する。 

 

 

 
□成果指標をもとに、その年度の研究の成果と課題を整理する。 

→□全教職員が、自由に思いを出し合う場を設定する。 

□学校教育目標を踏まえて、4月からの研究の方向性を確認する 

根拠を基にした 

実態把握が大切だね。 

研究は、生き物です。 

世話をしなければ育

ちません。 

全職員が研究に関わ

り、育て、できた「実」

を子どもたちに返し

ていきましょう。 

研究仮説に基づく研究実践と検証 D実践 

■校内研究の充実に向けて ～来年度に向けて流れを再確認～ 

中部教育局 

□各教員が個人の研究計画に基づき、授業実践

を積み重ねる。 

→□各教員が自分の実践を振り返り、成果と

課題を整理する。 

（研究協議の発言の根拠となる。） 

□実践の積み重ねを基にした研究授業を行い、

仮説を検証する。 

→□仮説を基にした参観の視点を設定し、 

その視点について協議を行う。 

□成果と課題を整理し、次の授業研究会に向け

て取り組むことを確認する。（共通実践） 

個々の実践の積み重ね 

校長会資料（令和元年１２月） 

授業研究会の実施（検証） 

□学期末反省、児童生徒アンケート、保護者アンケート等を基に、中間評価を行う。 

□必要に応じて、研究の方策を見直したり、方向性を修正したりする。（「ステップアップ」もあり） 

中間評価 C評価 

該当年度の評価（まとめ）と次年度の計画 C評価 A改善  

研究内容（計画）の確定と全職員での共通理解 P計画 「授業研究会」は仮説を

検証するものでなけれ

ばならないね。 

仮説を検証するためには、全員が授

業実践を積み重ねる必要があるね。 

５月～ 

１～３月 

４月 

８月 

～１２月 


